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[方法] 同意を得て採取した日本人 748人（男性 425人、女性 323人）の DNA を用い X-STR27











して計算した。すなわち短腕側に隣接する座位の identical by state（IBS）数をもとに当該座位
の identical by descent（IBD）数を確率的に推定し、それぞれの IBD数であった場合に当該遺
伝型になる確率を乗じて算出した。遺伝型と血縁関係に矛盾がある場合は、父由来アリルが変異
したとみなし、突然変異率を算入した。LDが検出された座位では隣接座位のアリルを考慮した
条件付き頻度を用いた。全座位の LRの総積を総合 LRとした。すべての Rスクリプトファイル
はWeb上に公開した。また同じサンプル 1000組を用いて FamlinkXでも LR 計算を行い、結果
を比較した。 
 [結果] すべての座位でHWEからの乖離およびアリル頻度の男女差を認めなかった（p > 0.01）。


































位のアリルを考慮した条件付き頻度を採用し，全座位の LRの総積を総合 LRとした。 
【結果】女性のポピュレーション・データではハーディ・ワインベルグ平衡からの乖離はいず
れの座位でも認められず，またアリル頻度の男女差を認めなかった（p > 0.01）。LDは 5組の
隣接した座位間で認められた（p < 0.05/26）が，LDを考慮することによる PDの変化はごくわ
ずかであった。シミュレーションでは父娘，全同胞，父系半同胞はそれぞれ 100%，98.6%，
98.0%のペアで，無血縁者のペアの LR の最大値を上回った。全同胞ペアのうち母系同胞ペアの
LR の最大値を上回ったペアは 60.5%にとどまった。なお，対数 LR のカットオフ値はいずれも
0付近であった。 
【考察】個人識別においては LD が PD に与える影響は小さく、すべての座位を独立として扱
っても差し支えないと考えられた。血縁鑑定の際，組み換えを考慮した遺伝型頻度の計算法，
突然変異の扱い等につき単純化したモデルを採用し LR を算出したが，十分な精度で血縁関係





い理由等について計 7 項目の質問，第 1 副査の齋藤からは，DNA 鑑定の適応となる検体の
質・量について，STR における LD に関する知見の有無，3～5 塩基の繰り返し配列が好まれる











  論文審査担当者 主査 鈴木貞夫       副査 齋藤伸治  青木康博 
 
 
